
群
池
め
た
の
室
岩

ぶらり狭山の
ため池散歩④

中
山
　
潔
（
大
阪
府
立
狭
山
池
博
物
館 

学
芸
員
）

まち
﹇
特
集
﹈

岩
室
村
年
代
記
の
記
録

　

岩
室
村
に
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て

長
く
書
き
継
が
れ
た
村
の
二
冊
の
年

代
記
（
中
林
家
本
・
北
井
家
本
）
が

残
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
長
期
の
記

録
が
2
0
0
年
以
上
に
わ
た
っ
て
書

き
継
が
れ
て
残
る
こ
と
自
体
が
大
変

珍
し
い
の
だ
が
、
こ
の
二
冊
は
お
互
い

足
り
な
い
部
分
を
何
度
も
補
い
な
が

ら
江
戸
時
代
を
通
じ
て
書
き
継
が
れ

て
い
る
と
い
う
点
で
も
貴
重
な
も
の
で

あ
る
の
で
、
市
指
定
の
文
化
財
と
な
っ

て
い
る
。

　

現
在
の
池
之
原
１
〜
３
丁
目
、
岩

室
１
〜
３
丁
目
は
、
江
戸
時
代
に
は

「
岩
室
村
」
あ
る
い
は
「
池
之
原
村
」

と
よ
ば
れ
て
い
た
。
本
来
は
、
隣
接

す
る
泉
州
（
和
泉
国
）
岩
室
村
と
一

村
で
、
西
高
野
街
道
沿
い
に
観
音
院

門
前
の
集
落
と
し
て
発
達
し
た
と
伝

え
ら
れ
、
豊
臣
秀
吉
の
太
閤
検
地
で
、

国
境
が
再
確
認
さ
れ
た
た
め
、
河
州

岩
室
村
と
泉
州
岩
室
村
に
村
切
り
さ

れ
た
と
い
う
。
違
う
国
に
所
属
す
る

と
い
っ
て
も
、
隣
接
し
て
同
じ
村
名
で

あ
る
の
は
紛
ら
わ
し
か
っ
た
ら
し
く
、

万
治
元
年（
1
6
5
8
）に「
池
原
村
」

に
改
め
ら
れ
た
が
、
寛
文
11
年

（
1
6
7
1
）
に
は
再
び
岩
室
村
に

戻
っ
た
と
年
代
記
は
記
録
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
狭
山
藩
北
条
家
領
で

あ
っ
た
の
で
、
村
名
の
改
称
も
藩
の

内
部
的
に
処
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。「
岩
室
」「
池
之
原
」
の
地
名
が

重
複
し
て
い
る
の
は
、
ど
ち
ら
も
正

規
の
村
名
と
し
て
使
わ
れ
た
歴
史
が

あ
る
た
め
だ
。

明治仮製地図

池え原集落中心・池え原神社前

乙女池（見取谷池）乙女池（見取谷池）

芦池芦池

上池（新池）上池（新池）

永谷池永谷池尻屋池尻屋池

北池北池

濁り池濁り池

観音院観音院

狭

山

池

狭

山

池

狭
山
池
と
岩
室
村
の
開
発

　

河
州
岩
室
村
の
人
々
は
、
た
め

池
を
築
き
な
が
ら
西
高
野
街
道
沿

い
か
ら
下
の
平
地
、
池
え
原
に
居
を

定
め
た
と
伝
え
て
い
る
。
通
常
、村
々

の
た
め
池
が
い
つ
築
造
さ
れ
た
か
、

特
に
中
世
の
場
合
は
記
録
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
稀
有
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

こ
の
村
の
た
め
池
に
限
っ
て
は
、
伝

説
の
域
は
出
な
い
に
し
て
も
、
記
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
貴
重
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

　

江
戸
時
代
以
前
と
伝
わ
る
池
は
四

か
所
、
最
古
の
佃
池
は
不
明
と
し
て

も
、特
に
最
大
の
た
め
池
「
濁
り
池
」

の
築
造
が
古
く
、
そ
れ
以
後
、
谷

ご
と
に
た
め
池
が
築
か
れ
て
い
る
こ

と
で
、
丘
陵
の
下
部
、
狭
山
池
に

接
す
る
地
域
に
広
が
る
「
池
之
原
」

の
開
発
が
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら

も
進
行
し
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が

え
る
。
こ
れ
に
は
、実
は
「
池
之
原
」

部
分
の
特
殊
な
開
発
過
程
が
絡
ん

で
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
既
に
中
世

に
は
開
墾
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
片
桐
且
元
が
狭
山
池
の

「
慶
長
の
改
修
」
を
行
っ
た
際
に
堤

防
な
ど
で
使
う
「
土
取
場
」
と
し

て
石
高
50
石
余
の
田
畑
が
荒
廃
し
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
岩
室
村
領

主
の
北
条
氏
は
錦
部
郡
彼
方
村
（
富

田
林
市
彼
方
）
で
代
替
地
を
も
ら
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
荒
れ
果
て
た

岩
室
村
は
、
順
次
再
開
発
を
進
め

る
と
い
う
歴
史
的
経
過
を
た
ど
り
、

17
世
紀
後
半
に
は
概
ね
再
開
発
が

終
了
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
再
開
発
が
進
行
す
る

と
用
水
不
足
が
顕
著
に
な
っ
た
よ
う

で
、
17
世
紀
後
半
に
た
め
池
の
築

造
が
一
気
に
進
め
ら
れ
た
。
村
の
中

の
た
め
池
だ
け
で
は
足
り
ず
、
上
流

の
今
熊
村
の
谷
を
利
用
し
て
「
新

池
（
上
池
）」
と
い
う
た
め
池
が
築

造
さ
れ
た
。「
新
池
」
の
場
所
は
今

熊
村
の
水
田
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

両
村
と
も
狭
山
藩
領
で
あ
っ
た
の
で

比
較
的
簡
単
に
た
め
池
に
転
用
で

き
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
池
の
灌
漑

範
囲
が
概
ね
「
土
取
場
」
と
一
致
し

て
い
る
。

大
野
新
開
の
開
発
と

「
新
池
」の
拡
大

　

17
世
紀
末
の
元
禄
年
間
に
入
る

と
広
大
な
大
野
新
開
の
開
発
が
始

ま
る
。
北
は
関
茶
屋
（
堺
市
東
区
）

か
ら
南
は
大
野
新
田
（
大
阪
狭
山

市
）
に
及
ぶ
数
十
町
歩
の
開
発
計

画
が
持
ち
上
が
っ
た
。
新
田
開
発
を

願
い
出
た
の
は
江
戸
の
太
田
新
蔵
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
柳
沢
吉

保
や
江
戸
の
材
木
商
富
倉
弥
吉
な

ど
の
意
思
も
働
い
て
い
た
。
や
が
て

富
倉
弥
吉
は
東
大
寺
大
仏
殿
の
材

木
を
請
け
負
っ
て
大
野
新
聞
を
手
放

す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
新
田
開
発
地
は
、
岩
室
村
の

丘
陵
も
含
め
て
、「
た
ば
こ
畑
」
と
し

て
既
に
開
発
さ
れ
た
部
分
を
多
く
含

ん
で
い
た
た
め
、
今
熊
村
・
岩
室
村

は
狭
山
藩
領
か
ら
い
き
な
り
幕
府
直

轄
の
天
領
に
編
入
さ
れ
、
元
禄
11
年

（
1
6
9
8
）
再
検
地
を
受
け
た
。

た
ば
こ
畑
を
開
発
し
て
い
た
農
民
の

権
利
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
を
買
い

取
る
か
、
小
作
人
に
な
る
か
の
選
択

を
迫
ら
れ
た
。
岩
室
村
は
銀
10
貫

3
0
0
匁
余
（
金
換
算
で
約
2
0
6

両
く
ら
い
）
を
工
面
し
て
買
い
戻
し
、

岩
室
新
田
と
し
た
。
村
の
領
域
の
分

裂
を
さ
け
る
た
め
に
、
岩
室
村
の
人

た
ち
は
多
大
な
犠
牲
を
払
っ
た
の
だ
。

こ
の
こ
と
と
直
接
関
係
す
る
か
ど
う

か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
元
禄
15

年
（
1
7
0
2
）
に
岩
室
村
は
上
池

の
拡
張
を
大
野
新
田
の
検
地
に
来
て

い
た
幕
府
代
官
万
年
長
十
郎
ら
に
願

出
て
許
さ
れ
、
こ
の
年
閏
八
月
か
ら

約
１
か
月
の
工
期
で
、
同
じ
く
幕
府

領
の
半
田
村
、
茱
萸
木
村
、
今
熊
村
、

田
中
新
田
村
の
人
足
延
べ
5
3
9
7

人
の
加
勢
を
得
て
工
事
を
達
成
し
て

い
る
。
樋
に
使
っ
た
松
材
四
寸
四
方
、

長
さ
四
間
分
は
「
と
う
き
明
神
山
」

で
切
り
出
し
、
池
尻
村
大
工
七
兵
衛

が
加
工
し
た
。
残
る
十
間
分
や
取
水

部
「
鳥
居
立
」
は
大
坂
で
支
給
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
万
年
長
十
郎
は
、

若
い
頃
に
は
千
葉
県
椿
海
新
田
の
開

発
に
も
携
わ
り
、
岩
室
上
池
の
普
請

三
年
後
に
は
大
和
川
の
付
替
え
の
普

請
奉
行
も
務
め
た
「
土
木
巧
者
」
で

あ
っ
た
の
だ
。
岩
室
村
の
た
め
池
群

の
歴
史
は
そ
の
村
の
発
展
の
歴
史
で

も
あ
り
、
同
時
に
大
き
な
日
本
史
の

流
れ
に
も
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

乙女池乙女池

尻屋池尻屋池

池の名称
佃池（現在不詳）
濁り池
北池
尻屋池
長谷池（永谷池）
新池（上池）
芦池
乙女池（見取谷池）

　 和暦
文明２年
明応７年
天正 11年
慶長６年
正保２年
承応元年
寛文元年
貞享３年

西暦
1470
1498
1583
1601
1645
1652
1661
1686

濁り池濁り池

新池（上池）新池（上池）

北池北池 芦池芦池

長谷池（永谷池）長谷池（永谷池）

中山　潔
大阪府立狭山池博物館 学芸員

プロフィール

大阪府立高校（富田林高校・生野
高校・三国丘高校）で勤務、定年
退職後現職に。府立高校勤務中に、
弥生文化博物館、狭山池博物館設
立準備室にも勤務。専門は文献史
学。『大阪狭山市史』『藤井寺市史』
『平野区史』などを執筆。
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